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１． はじめに 

 台湾特許庁(TIPO)データベースには繁体字特許情報を収録する中華民國專利資訊檢索系

統(TWPAT)が存在し、その付属的なものとして英語データベースも存在しました。そして

2018 年には台湾特許のみならず中国、韓国、日本、米国などワールドワイドな国の特許情

報を収録する GPSS (Global Patent Search System)が登場しました。GPSS の利便性につい

てはこれまで何度も検索 Tips で紹介してきました 1), 2)。 

 TIPO データベースとして繁体字と英語で検索可能な①TWPAT 原語および英語情報を収録

する②TWPAT 英語、そしてワールドワイドな国の特許情報を収録する③GPSS と３つのデー

タベースが利用できました。 

 

TWPAT 原語①と GPSS③では、繁体字と英語で検索できる他、中国大陸の簡体字でも検索

できるようになりました。TWPAT 原語①と GPSS③で簡体字が利用できるメリットは、これ

まで主として中国大陸特許を検索するのに簡体字検索をしてきたサーチャーにとっては、

その簡体字がそのまま使えることです。もちろん、TWPAT 原語①では中国大陸特許は検索で

きませんが、GPSS ではそれが可能です。GPSS の英語収録は充分とは言えませんが、中国特

許の原語（簡体字）収録はタイムラグもほとんどなく、予備調査ツールと思えば満足でき

るものです。GPSS では中国語の読み書きができないサーチャーでも中国特許の簡体字を英

語情報を元に容易に拾うことができます。 

 

そのような中、2021 年 10 月に TWPAT が大幅にリニューアルされ、TPSS(Taiwan Patent 

Search System)として登場しました。コンテンツも若干変わったので、ここでは大きく変

貌した英語データベースを中心に実務での活用法を紹介します。以下、旧サイトを TWPAT、

新サイトを TPSS と呼称します。 

 

２．台湾特許庁繁体字 TPSS 原語データベース 

 まず、原語（繁体字）データベースがどのように変わったのか、について概略を見てみ

たいと思います。 

 TWPAT 原語検索画面入口には、図１に示すような各種の検索画面メニューが準備されてい

ましたが、TPSS 原語検索画面では図２に示すように號碼檢索(番号検索)、表格檢索(固定フ

ィールド検索)、進階檢索(コマンド検索)などの検索画面は「専利検索」メニューに入り、

現在は Beta 版ですが「智慧検索(概念検索のようなもの)」が加わりました。 



狀また、案件 態(審査経過等法律状態)と權利異動(権利移転)検索は「輔助查詢」のメニ

ューに入り、こちらから「同義詞(技術用語辞書)」と「公司同義詞(出願人辞書)」も検索

できるようになりました。 

 

 

図１．TWPAT 検索画面入口 

 

 

図２．TPSS 検索画面入口 

 

そして、検索画面上部にあった「核准(特許査定)、撤銷(取下げ)、消滅(失効)、未審查/

公開(審査前公開)、核駁(拒絶)、結案(終結)」などの法律状態情報(Legal Status)からの

絞り込み、および「一案兩請(特許/実案同日出願)」などは図３の「検索設定」に収められ

すっきりしました。 



 

図３．TPSS 原語検索画面 

 

案件状態(Legal Status)の種別検索は、検索画面上部の「検索設定」で可能です。 

 

図４．案件状態ごとの検索 

 

公開特許と公告特許・実案では確認できる種別が異なります。 

 公開特許：未審查/公開(Publication)、核駁(Rejected)、結案(Case Closed) 

 公告特許・実案：核准(Granted)、撤銷(Revoked)、消滅(Termination) 

 

雑項資料(MS)フィールドに「未依限繳費(年金未納)」などの失効理由を入力して絞り込

むなどは TWPAT も TPSS も表示内容こそ違っても同様の結果を示してくれます。 

 



 

図５．TPSS 原語「雑項」フィールド 

 

また、フィールド検索でもコマンド検索でも次のような複雑な検索が近接演算含め、TPSS

でも可能です。 

 

図６．コマンド検索式例（3D PRINTER） 

 

 2017 年以前はこのような複雑な（長い）検索式はフリーズして利用できませんでした。 

もちろん、商用データベースのような履歴演算はできませんので実務で検索には利用でき

ませんが、商用データベースなどで抽出した重要特許の生死情報の確認には欠かせないツ

ールとなっています。 

 



 

図７．TPSS 原語データベースのダウンロードデータ 

 

データのダウンロードは、TWPAT では 1000 件まででしたが、TPSS では 3000 件に拡張さ

れました。これらの点は次節の TPSS 英語データベースでも同様ですので、そこでその詳細

を紹介します。 

 

２．台湾特許庁 TPSS 英語データベース 

 旧サイト TWPAT の英語データベースでは用語検索は「Title」と「Abstract」のみで検索

結果の表示も同様でした。図８に Field Search 画面を示しましたが、コマンド検索でも同

様です。 

 

 

図８．TWPAT 英語 Field Search 検索画面 

 



 したがって、TPSS 英語検索データベースも同じだろうと思っていましたが、図９に示す

ように「Claims」や「Description」だけでなく、「Transaction Data」（雑項資料）などほ

とんど原語データベースと遜色ないフィールドがあるではありませんか。一瞬、原語デー

タベース画面表記が英訳された画面かと思ったぐらいです。 

 

 

図９．TPSS 英語 Field Search 検索画面 

 

 TPSS 原語データベース同様、Setting(検索設定)で検索条件を指定でき、Status(生死情

報)でも絞ることができる。「Help」をクリックすると英語で各 Status の説明が確認できま

す。 

 

図１０．検索設定画面 



 

図１１．コマンド検索で使用するコマンド一覧 

 

図１２．検索結果一覧 

 

さらに、英語データベースであるにも拘わらず原語(繁体字、簡体字)で検索しても原語

データベースと同じ検索結果が得られます。驚くべきことに Claim や Description で検索

しても原語データベースと同じ検索結果です。 

各項目でソートできること、結果一覧は最大 100 件まで表示でき、検索用語がハイライ

トされるなどの機能も同じです。 

これでは原語データベースも不要です。Claim や Description への英語付与が不充分な状

態ですので英語だけで Claim や Description を検索することはできません。 

 



 

図１３．検索結果一覧表示の変更 

 

 

図１４．書誌・要約表示 

 

英語データベースでも請求の範囲や詳細説明(原語表記がほとんどですが)の確認が可能

（図１５）。 

 

 



 

 

 

図１５．請求の範囲・詳細説明の表示 

 

 検索結果のダウンロードも原語データベースとほぼ同一ですが、少しややこしいところ

もありますので画面を分割して紹介します。 

 

 

図１６．検索結果のダウンロード(1) 

 

 まず、検索結果のダウンロードしたい案件を選択します。通常は「Select All」で全件

を選択することが多いです。ダウンロードは 3000 件まで可能ですのでそれを超える場合に

は期間を限定するなどして 3000 件以下に絞ります。 

 次いで、アイコンメニュー右にある星印にカーソルを当てて「Mark List」をクリックす

ると上部メニューバーの「Mark List」にダウンロードデータ数が反映されます。 



 
図１７．検索結果のダウンロード(2) 

 

 上部メニューバーの「Mark List」をクリックして図 18 のアイコン右から 2つ目のダウ

ンロードマークをクリックして「Download」をクリック。 

 

図１８．検索結果のダウンロード(3) 

 

 Csv 形式でダウンロードデータが得られる。 

 

図１９．ダウンロードデータ 



 

Legal Status や権利失効日、年金情報の他、代理人情報、専利範囲まで原語データベー

スと同様の情報がダウンローできるのは素晴らしい。 

 

 
図２０．検索結果のダウンロード(4) 

 

 最後にダウンロードデータを消去する。この作業をしないと次回のダウンロードの際に

データが残ったままで前回の検索結果と混在してしまうので注意が必要。 

 

４．まとめ 

 以上のように台湾特許庁データベースは以下の 3つがそれぞれリニューアルされるなど

格段に使いやすいものとなった。特に、TPSS 英語データベースはインターフェースが英語

に変わっただけのような感覚で利用できるようになった。 

a. TPSS 原語データベース 

b. TPSS 英語データベース（収録内容は原語データベースと同等） 

c. GPSS（台湾特許だけでなく、中国、韓国なども収録するデータベース） 

 いずれも英語収録は完ぺきではないので「原語＋英語」で検索するとよい。また、簡体

字でも検索可能であり、英語情報を元に繁体字、簡体字、ハングルの原語を収集するのに

便利なツールとも言える。 

 

 ID 管理された商用データベースではないので、無料でいつでもどこからでもアクセス可

能であり、特に、研究者、技術者が休日に自宅などから気軽に利用できる。 

 いずれも履歴演算ができないため、実務で使うには難がありますが、法律状態情報を確

認したり、法律状態情報で絞ったりするなど商用データベースにはない機能を活用できま

す。 

 

 

収録情報の確認中、12月 23 日に突然 TPSS を含めた台湾特許庁サイトにアクセスできな

くなりました（何らかのアナウンスがあったかもしれませんが）。TWPAT がリニューアルさ



れた時も一時不通の後に新サイトに接続できるようになりましたので「更新作業中」だっ

たのだと思います。昨今の政治情勢から台湾特許庁データベースにサイバー攻撃があり、

今後しばらく利用できないかも、という一抹の不安はありましたが。 

したがって、TPSS 原語、TPSS 英語および GPSS の収録比較、収録タイムラグは確認でき

ませんでした。次回に譲りたいと思います。 
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